
広報くしもと 10月号 （毎月 1回／1日発行）

・ 星遷后駆
第3回定例会・諸報告 CP. 2) 

まちの出来事 CP. 5) 

よろこびかなしみ CP. 8) 

インフルエンザ予防接種 CP.9) 

小児医療アンケート結果 (P.10)

串本の小天狗 トルコで舞う

トルコの姉妹都市、メルシン市の民俗芸能祭で披露された串本地区秋祭りの獅子舞

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・ •••20,35ワ人 ・男性…… 9,420人 ・女性…… 10,93ワ人 ・世帯数…… 9,369世帯
（平成18年9月1El硯在）



町長諸報告

た
こ
と
に
よ
り
、
沿
線
自
治
休
及
び
熊

野
父
通
株
式
会
社
に
収
支
改
善
、
経
費

削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
小
採
算
既
線

と
な
っ
て
い
る
勝
浦
潮
岬
線
と
潮
岬
線

の
計
6
使
に
つ
い
て
熊
野
交
過
か
ら
廃

止
の
意
lnJ
が
―
小
さ
れ
、
そ
の
取
汲
い
に

つ
い
て
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

勝
浦
潮
岬
線
に
つ
い
て
は
、
那
智
勝
浦

町
、
太
地
町
に
存
続
の
意
志
が
な
い
た

め
、
中
木
町
内
の
路
線
の
み
従
木
と
お

り
連
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
3

ま
た
、
全
使
廃
化
と
の
息
向
が
ホ
さ

れ
て
い
た
湘
卿
線
は
、
仕
民
の
皆
さ
ん

の
軍
要
な
移
動
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

影
聾
を
忌
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う

利
用
者
の
少
な
い
2
使
を
廃
廿
し
、
残

り
3
便
を
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
2
年
度
か

ら
は
、
存
紐
さ
せ
て
い
く
4
便
に
つ
い

て
連
行
欠
損
命
が
発
生
し
た
場
合
、
町

が
補
助
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
串
木
病
院
土
晴
閉
院
に
伴
う

ダ
イ
ヤ
改
正
も

M
時
に
行
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
土
曜
日
も
平
日
と
同
じ
ダ
イ
ヤ

で
連
行
し
て
い
た
も
の
の
、
土
昭
閉
院

と
な
っ
て
半
年
が
経
ち
莉
用
者
が
少
な

い
た
め
、

10
月
か
ら
休
日
用
ダ
イ
ヤ
ヘ

つ
ば
さ
共
同
作
業
所
の
杜
会
幅
祉
法

人
化
に
つ
い
て
は
、
古
座
川
町
の
「
若

■つ
ば
さ
共
同
作
業
所

の
改
戸
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
江
什
線
に
つ
い
て
も
口
序

袖
助
不
足
分
の
袖
填
要
望
が
あ
り
、
今

年
良
よ
り
欠
損
額
を
町
が
補
助
す
る
カ

向
で
検
叶
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
他

の
ハ
ス
路
線
の
連
行
維
持
費
補
助
金
の

楕
籍
時
に
袖
止
川
上
さ
せ
て
い
た
だ
＜

こ
と
と
し
ま
し
た
。

■津
波
避
難
タ
ワ
ー

当
IHJ
で
は
、
地
裳
発
生
か
ら
沖
波
到

達
ま
で
の
時
間
的
猶
予
や
、
地
形
的
条

件
等
の
坪
出
に
よ
り
、
津
波
か
ら
の
避

難
が
特
に
困
難
と
想
定
さ
れ
る
地
域
に

対
し
、
緊
急
津
波
避
難
施
設
と
し
て
沖

波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
世
を
進
め
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
2
基
設
世
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
中
成
1
8
年
没
は
内
閣
府
の
地
域

防
災
拠
点
施
設
整
備
モ
デ
ル
串
菜
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
市
業
と
し
て
認
め
ら
れ
、
川

き
続
ぎ
施
設
の
繁
価
を
図
る
事
に
よ
り

避
難
困
難
地
域
の
解
消
に
努
め
て
参
り

ま
す
。今
年
度
は
、
田
原
地
区
と
田
詐
地
区

で
の
設
四
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平成1l8年

第3回窟例奎
平成18年串本町議会第 3回定例会は、 9月20日に招集され、会期を 9月29日までの10日問として

開会されました。開会後、松原町長より長期総合計画や新病院建設などについて諸報告があり、続

いて諸議案について提案理由の説明が行われました。今月号では町長諸報告の要旨についてご紹介

いたします。（提出議案の内容については11月号に掲載いたします。）

■長
期
総
合
計
画

現
存
、
長
期
総
合
計
回
の
策
定
か
芯

が
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
コ
ン
サ
ル

へ
の
委
託
は
せ
ず
、
職
員
が
素
案
作
成

に
あ
た
り
ま
し
た
。
こ
の
素
案
を
串
本

町
紛
合
酎
圃
審
議
会
に
諮
問
し
、
坦
在

ご
検
討
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

密
議
会
は
「
学
識
経
験
を
有
す
る
者
」

4
名
、
「
串
本
町
行
政
機
関
及
び
付
属

行
政
機
関
」
か
ら

3
名
、
「
串
本
町
に

所
属
す
る
公
共
的
団
体
の
戯
員
」

10
名、

「
仕
民
代
表
」

3
名
の
合
計
2
0
名
で
構

成
さ
れ
、
現
在
4
つ
の
分
利
会
に
分
か

れ
て
、
項
目
毎
に
精
力
的
な
検
討
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、

11
月
に
審
議
会
か
ら
の
答

申
が
な
さ
れ
る

f
定
で
す
の
で
、
1
2
月

議
会
に
は
成
案
と
し
て
議
会
に
提
出
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■新
病
院
建
設

あ
ゆ
作
業
所
」
と
パ
枠
で
進
め
て
い
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
8
月
2
9
日
付
け

で
「
村
会
悦
祉
法
人
つ
は
さ
幅
朴
会
」

と
し
て
認
可
さ
れ
、

9
月
1
日
に
法
人

登
記
が
完
了
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。さ
ら
に
、
「
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施

設
」
廷
設
に
つ
い
て
も
、
木
什
7
月
3
1

日
付
け
て
補
助
金
の
内
ホ
が
あ
り
、

1

中
許
手
に
向
け
準
価
を
進
め
て
い
ま
す
。

■串
本
福
祉
会

社
会
福
刊
払
人
串
木
福
祉
会
に
よ
る

特
別
羞
設
老
人
ホ
ー
ム
等
の
増
床
計
脚

に
つ
い
て
は
、
当
初
、
二
色
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
ユ
ニ
ノ
ト
10
床、

多
床
室
2
0
床
の
増
床
、
短
期
入
所
10
床

の
培
床
、
介
設
予
防
拠
点
施
設
2
0
人
の

定
員
新
設
、
潮
岬
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

9
床
の
新
設
、
小
規
模
多
機
詑
施
成
15

人
の
定
員
新
設
と
い
う
計
回
に
基
づ
き
、

申
請
手
続
ぎ
の
準
価
を
追
め
て
い
ま
し

た
が
、
特
別
荘
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
新
宮
・
東
中
更
圏
域
の
整
価
枠

の
う
ち
40
床
分
が
古
座
川
町
、
旧
古
座

町
、
旧
串
木
町
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
残

り
10
床
分
に
つ
い
て
も
古
座
川
町
の
同

息
を
得
て
増
床
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ。t
 

束
牟
婁
郡
町
村
新
介
中
巾
老
人
幅
祉
施

設
組
合
（
南
紀
固
）
に
よ
る
特
別
蓑
護

ど
人
ホ
ー
ム
は
昭
和
16
年
に
事
条
を
開

始
し
、
そ
の
後
昭
和
5
0
年
に
定
貝
を
Ioo

名
に
変
更
、
ま
た
蓑
護
老
人
ホ
ー
ム
は

昭
和
4
6
年
に
定
員
印
名
で
串
業
が
間
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

事
染
阿
始
以
来
、
人
規
模
改
修
を
す

る
こ
と
な
く
約
3
5
年
が
経
過
、
老
朽
化

に
よ
る
地
衷
等
の
災
害
叫
に
お
け
る
安

今
確
保
に
大
ぎ
な
支
悴
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
や
、
旧
悲
準
の
施
設
で
あ
る
た
め
、

利
用
者
の
処
遇
而
て
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
等
の
理
出
に
よ
り
改
修
に
つ

い
て
検
吋
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
修
規
梃
は
特
別
資
護
名
人
ホ
ー
ム

100
床
、
豊
混
老
人
ホ
ー
ム

809休
を
予
定

し
、
現
在
は
施
設
建
設
用
地
の
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■水
産
振
興

低
迷
す
る
水
産
業
に
泊
力
を
与
え
、

漁
家
経
営
の
安
定
と
「
漁
業
の
町
串
本
」

の
門
構
築
を
図
る
た
め
、
魚
獲
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
取
組
ん
て
い
ま
す
が
、
マ

ル
ハ
株
式
会
社
に
よ
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

査
殖
に
係
る
企
品
誘
致
の
推
進
に
も
取

■南
紀
園

国
の
ハ
ス
連
行
対
策
費
補
助
金
交
付

変
綱
か
改
止
さ
れ
、
祈
宮
潮
岬
線
が
高

額
補
助
金
父
付
路
線
と
し
て
指
定
さ
れ

■路
線
バ
ス

新
病
院
建
設
の
た
め
の
協
議
も
、
い

よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え
て
お
り
、
現
存

ま
で
、
出
本
町
病
浣
問
題
検
討
委
員
会

を
8
回
、
ま
た
、
新
病
院
建
設
等
折
進

委
貝
会
を
1
2
同
開
催
し
、
新
病
院
の
場

所
や
病
床
数
な
ど
の
協
議
を
重
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
病
院
建
設
の
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
作
成
作
業
も
散
終
段
階
に
さ
し
か

か
っ
て
お
り
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
出

来
上
か
り
ま
し
た
ら
、
議
会
へ
お
ホ
し

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
病
院
問

題
検
討
委
員
会
に
諮
間
し
、
答
申
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
向
大
学
病
院
を
訪
問
し
て
新
病

院
の
計
凹
内
容
を
説
明
し
、
医
師
派
造

に
つ
い
て
の
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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メルシン市の野外ホールで行わ

れた獅子責公演では、日本 ・ト

ルコ両同旗の扇を使った扇の霊

などが披露されました，

禎H‘・―---
トルコ旅行参加者の皆さんは、一部別行程で、

カッバドキアなどの観光地を訪れました。
民俗芸能祭の参加者全員でメルシン市内をバレード

組
ん
で
お
り
ま
す
C

木
計
画
が
実
現
す
る
と
、
屁
用
の
創

出
や
水
揚
量
の
増
加
は
も
ち
ろ
ん
税
収

増
や
観
光
席
菜
へ
の
設
及
効
呆
的
も
期

待
出
来
る
ほ
か
、
現
仕
使
用
さ
れ
て
い

な
い
漁
場
の
有
効
刹
用
等
、
水
産
業
の

己
竹
化
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
町
の
経
済

活
竹
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
確
伝
し
て

お
り
ま
す
が
、
反
面
、
計
画
水
域
で
採

業
し
て
い
る
敷
網
や
巻
網
、
定
置
網
や

養
殆
漁
菜
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
中

実
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
採
業
や
水
枷
げ
丈
態
の
把

握
に
努
め
、
今
党
と
漁
業
者
双
方
が
合

意
し
、
計
両
が
日
滑
に
実
硯
出
木
る
よ

う
、
地
冗
自
治
体
と
し
て
最
大
限
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

串
本
ま
つ
り
を
惑
り
卜
げ
る
の
は
町

民
白
身
と
い
う
考
え
の
も
と
、
今
回
か

ら
民
間
主
導
の
実
行
委
員
会
に
よ
る
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
「
洵
水
浴
ま
つ

り
」
「
サ
マ
ー
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
」
「
ふ
れ

あ
い
＇
い
場
」
「
巡
視
船
体
験
航
海
」
「
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
人
会
」
「
鮎
の
つ
か
み
取

り
」
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

串
本
節
お
ど
り
で
は
、
日
団
体

(424

名
）
の
お
ど
り
連
と
県
外
か
ら
参
加
さ

れ
た
女
竹
ら
か
大
会
を
盛
り
上
げ
、
ま

た
、
当
初
見
送
る
可
能
竹
の
あ
っ
た
＂
化

火
大
会
も
、
大
勢
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
寄
附
金
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
、
観
客
の
皆
さ
ん
の
歓
声
が
上
が

る
中
、
好
評
の
も
と
餌
串
終
え
る
こ
と

が
で
ぎ
ま
し
た
C

ま
た
、
山
座
地
区
に
お
彦
ま
し
て
も

国
の
重
安
無
形
民
俗
文
化
財
「
河
内
祭

り
の
御
舟
行
串
」
か
7
月
24
日
か
ら
26

H
の
3
日
間
開
備
さ
れ
、
御
船
や
獅
子

井
の
は
か
、
花
火
人
会
や
民
謡
お
ど

り
・
占
座
高
校
牛
の
参
加
に
よ
る
よ
さ

こ
い
踊
り
な
ど
で
予
想
を
超
え
る
盛
会

ぶ
り
で
し
た
。

阿
ま
つ
り
の
実
施
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
方
に
心
か
ら
御
礼
を
巾

し
上
げ
ま
す
。

■水
道
事
業

新
山
田
浄
水
場
の
設
計
業
務
に
つ
い

て
は
、
現
地
調
査
が
終
わ
り
そ
の
資
料

に
基
つ
い
て
分
析
及
び
、
基
本
設
計
が

進
行

111
で
す
。

回
時
に
進
め
て
い
る
敷
地
造
成
等
の

実
施
設
計
が
終
わ
り
次
第
、

3
工
事
に

分
け
て
エ
市
発
注
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

台
風
130ち
か
九
州
、
中
国
地
方
に
及
ぽ

し
に
甚
大
な
被
害
に
つ
い
て
ま
た
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
て
す
が
、

9
月
の
台
風
は

太
平
洋
高
気
圧
が
弱
ま
る
た
め
日
本
を
直

撃
す
る
コ
ー
ス
を
と
る
も
の
が
多
く
、
古

来
「
＿
ー
百
十
巳
」

(
9
月
1
口
頃
、
「
＿
一

白―

-
+
B」
(
9
月
11
巳
頃
）
の
厄
日
と

し
て
恐
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
派
遥
さ
れ
た
豆
艦

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
樫
野
崎
に
お
い
て

台
風
の
為
遷
難
し
た
の
も
116年
前
の
9
月

16
日
、
こ
の
一
＿
百
＿
＿
十
日
の
厄
日
の
頃
で

し
に
。
当
特
の
天
気
図
を
見
る
と
こ
の
台

晟
は
、
紀
伊
水
道
に
入
る
と
い
う
当
地
域

に
と
っ
て
叢
悪
の
ニ
ー
ス
を
取
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

奇
し
く
も
こ
の
9
月
、
丁
ル
ト
ゥ
ー
ル

ル
号
の
英
宮
に
導
か
れ
る
か
の
よ
う
に
、

様
々
な
ト
ル
コ
に
閾
連
す
る
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

9
月
4
日
か
ら
9
月
11
巳
、
町
湿
会
議

長
を
団
長
と
す
る
20名
の
訪
肉
匝
が
メ
ル

シ
ン
市
を
訪
困
、
民
俗
芸
能
祭
に
他
の
7

カ
国
の
⑪
体
と
共
に
参
加
し
、
串
本
の
獅

子
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
滞
在
中
、
一
行

は
同
市
の
人
々
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、

深
い
感
銘
と
共
に
婦
固
し
た
と
報
告
を
頂

き
ま
し
に
。

9
月
15
、
16El
に
は
、
「
9
月
16El
」

を
「
串
本
巳
卜
修
交
記
念
日
」
と
し
て
制

定
し
た
い
と
い
う
構
想
を
持
つ
I
B
J
内
有
志

の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
様
々
な
取
組
み
か
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
自
ら
立
つ
」

と
い
う
気
持
ち
の
盛
り
上
が
り
を
今
後
と

も
大
切
に
支
援
し
て
ま
い
り
だ
い
と
思
い

ま
す
。また
、

9
月
15
日
か
ら
19El
に
か
け
て

は
、
駐
日
ト
ル
コ
大
使
館
武
官
ご
夫
害
、

ト
ル
コ
璽
早
お
査
団
を
西
え
、
ト
ル
コ
記

念
館
の
展
示
内
容
に
つ
い
て
、
イ
ス
タ
ン

フ
ル
の
海
〔
早
博
物
館
が
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
え
る
か
の
お
査
が
行
わ
れ
ま
し
に
。

2
0
0
7年
初
め
に
は
ト
ル
コ
海
冨
の
全

而
的
協
力
の
下
、
樫
野
崎
沖
に
沈
む
ニ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
引
き
掲
げ
が
討
画
さ
れ

て
お
リ
、
引
き
揚
げ
品
の
保
存
、
展
示
等

に
つ
い
て
全
面
的
に
支
援
す
る
旨
の
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
に
。

5
年
前
の
9
月
11
日
、
米
国
で
同
特
多

発
テ
ロ
が
発
生
、
世
界
は
今
イ
テ
オ
ロ

ギ
ー
の
対
立
か
ら
深
く
経
済
肉
類
に
根
さ

し
だ
民
族
、
文
化
の
対
立
へ
と
そ
の
軸
を

移
し
混
沌
た
る
様
相
を
呈
し
て
お
り
ま
す
。

メ
ル
シ
ン
の
オ
ス
ジ
ャ
ン
市
長
の
「
何
故

こ
の
よ
う
な
固
際
的
な
祭
曲
を
貴
市
が

行
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
固
に
対
す

る
「
碓
か
に
こ
の
よ
う
な
祭
典
を
行
う
に

は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
が
、
相
互
理
解
、

相
互
親
和
か
ら
生
ま
れ
る
平
利
と
い
う
も

の
が
何
に
も
ま
し
て
尊
い
も
の
で
涜
る
か

ら
行
っ
て
い
る
の
で
す
。
」
と
い
う
言
葉

を
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
に
い
と
思
い
ま
す
。

讀
警
り
貞
嶺
伯
交
流
〗

メ
ル
シ
ン
市
民
俗
芸
能
祭
訪
問
団

ト
ル
コ
姉
妹
都
市
の
メ
ル
シ
ン
市
で
開
価
さ
れ
た
民

俗
芸
能
祭
に
参
加
す
る
た
め
、

9
月
4
日
か
ら
11
日
ま

で
の
日
程
で
、
川
勝
昇
町
議
会
議
長
を
団
長
と
す
る

20

名
の
訪
問
団
が
ト
ル
コ
共
和
国
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
団
は
、
町
議
会
議
員
3
名
、
有
志
に
よ

る
獅
子
舞
浙
舞
団
8
名
（
尾
崎
和
貴
代
表
）
、
町
職
貝
4

名
、
そ
し
て
今
回
の
訪
問
に
併
せ
て
募
集
し
た
ト
ル
コ

旅
行
参
加
者
5
名
と
い
う
構
成
で
し
た
。

訪
問
団
は

8
日
よ
り
開
佃
さ
れ
た
民
俗
芸
能
祭
に
お

い
て
、
市
内
パ
レ
ー
ド
や
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
参
加
。
9
日
に
は
昼
と
夜
、

2
回
の
獅
子
舞
公
演
を

行
い
、
メ
ル
シ
ン
市
の
皆
さ
ん
に
串
本
の
獅
子
舞
を
披

露
し
ま
し
た
。
扇
の
舞
で
獅
子
が
ト
ル
コ
国
旗
の
描
か

れ
た
扇
を
開
く
と
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
起
こ
り
、

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
天
狗
の
舞
で
は
、
伊
藤
拓
馬
君
（
串

本
小
4
年
）
、
品
汰
君
（
同
1
年
）
の
兄
弟
に
よ
る
天

狗
の
か
わ
い
ら
し
い
舞
に
観
客
の
目
は
釘
付
け
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

今
回
の
民
俗
芸
能
祭
に
は
世
界
8
ヶ
国

（ト
ル
コ

・

ド
イ
ツ

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

・
グ
ル
ジ
ア

・
セ
ル
ビ
ア

・
プ

ル
ガ
リ
ア

・
中
国

・
日
本
）
か
ら
芸
能
団
が
参
加
し
て

お
り
、
串
本
の
訪
問
団
も
互
い
の
伝
統
芸
能
を
通
じ
、

他
の
国
の
方
々
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

■第
2
回
串
本
ま
つ
り

臀長随想

松原 繁樹

⑤ 広報くしもと10 広報くしもと 10
＇ 
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消防署員によるヨーヨー釣りの出店は子どもに大人気

皆
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
敬
老
の
日

慰霊碑1こ献花を行う、サカ武官とご家族 慰霊碑に献花を行う、ユルドゥルム大佐

夫妻

9
月
15
日
1
1
9
日
、
駐
日
ト
ル
コ
大

使
館
武
官
の
ム
ラ
ッ
ト
・
サ
カ
海
軍
大

佐
と
、
フ
ス
ヌ
・
ユ
ル
ド
ゥ
ル
ム
海
軍

人
佐
を
始
め
と
す
る
ト
ル
コ
池
軍
調
査

団
が
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
慰
需
碑
と

ト
ル
コ
記
念
館
の
現
況
調
査
の
た
め
、

串
本
町
を
訪
閲
し
ま
し
た
。

ぷに-~_＿＿．-
町内叢扁齢の松原つるのさん宅を松原町長が表敬訪問

友
好
の
歴
史
は
永
遠
に
続
く

駐
日
ト
ル
コ
大
使
館
武
官
・
ト
ル
コ
海
軍
調
査
団
来
町

サ
カ
武
官
は
木
年
8
月
に
着
行
し
、

こ
れ
が
始
め
て
の
来
町
。

18
日
に
行
わ

れ
た
献
化
式
典
で
は
、
「
こ
こ
で
眠
る
殉

鳳
者
た
ち
の
宝
は
、
両

ITl
の
問
に
愛
と

息
い
や
り
が
灯
を
追
う
ご
と
に
深
ま
っ

て
い
る
の
を
見
て
、
大
ぎ
な
幸
福
を
感

じ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
」
と
日
本
語

で
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
記
録
さ
れ
た
ト
ル
コ

記
念
館
の
辰
示
物
等
の
状
況
は
、
ト
ル

コ
海
軍
へ
報
告
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
ユ
ル
ド
ゥ
ル
ム
人
佐
は
、
「
後
日
、

こ
ち
ら
の
記
念
館
で
展
―
小
し
た
方
が
良

い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
木
国
よ
り
寄
悶

し
た
い
と
山
心
う
〗
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

9
月
18
日
は
敬
老
の
日
で
し
た
‘lHJ
内
各
地
区
で
は
、
こ
の

時
期
に
合
わ
せ
て
敬
と
会
が
開
催
さ
れ
、
様
々
な
趣
向
を
凝
ら

し
た
併
し
で
、
高
齢
者
の
方
々
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

9
月
11
日
と

15
日
に
は
、
松
原
町
長
が
高
齢
者
屯
や
福
祉
施

設
を
訪
問
。
記
念
品
を
昭
呈
し
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く

お
話
を
交
わ
し
ま
し
た
。
町
内
臣
高
齢
の
松
原
つ
る
の
さ
ん

(104
歳
）
宅
で
は
、
町
長
が
松
原
さ
ん
に
に
か
の
秘
訣
を
質
問
。

松
原
さ
ん
は
、
「
特
別
な
も
の
を
食
べ
て
き
た
わ
け
で
も
な
い
。

父
を
小
さ
い
唄
に
亡
く
し
た
の
て
、
親
の
分
ま
で
長
4
彦
し
て

い
る
の
か
も
J

」
と
話
し
て
い
ま
し
た
3

ト
ル
コ
語
を
専
攻
す
る

n本
人
大
学

牛
や
、
日
本
語
を
専
攻
す
る
ト
ル
コ
人

大
学
生
な
と
が
お
止
い
の
理
解
や
友
好

を
深
め
る
こ
と
を
H
的
に
開
催
し
て
い

る
「
日
木
ト
ル
コ
学
生
会
議
」

(111鳩
康

r委
員
長
1
1
束
点
外
国
語
大
学
）
の
一

行
17
名

(n本
人
10
名
・
ト
ル
コ
人

7

名
）
か

8
月
2
9
H
1
3
0
H
、
串
木
町
を

訪
れ
ま
し
た
c

今
回
の
訪
問
は

M
会
議
の
今
年
度
の

研
修
旅
行
の
一
環
と
な
る
も
の
で
、

30

日
に
は
樫
野
の
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
慰

霊
碑
に
参
加
者
全
員
で
献
花
を
行
い
ま

9
月
9

H
は
救
急
の
日
。

9
月
8
日
に
は

A
コ
ー
プ
ー
ロ
庫
店

と
オ
ー
ク
ワ
古
吃
店
、

9
日
に
は
バ
リ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
串
木
店
で

救
急
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
故
急
フ
ェ
ア
は
、
救
怠
業
務
や
応
恐
処
ぃ
直
に
つ
い
て
止

し
い
知
識
の
牌
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
句
年
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
会
場
で
は
商
規
格
蚊
急
申
の
展
示
や
、
血
圧
測
定

な
ど
の
使
康
相
談
の
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
消
防
署
員
に
よ
る
心

肺
麻
生
法
の
指
導
や
、
チ
ラ
シ
・
絆
創
杏
な
ど
の
啓
発
物
品
の

配
布
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
c

し
た
。献花
を
終
え
た
中
嶋
委
貝
長
は
、
「
日

卜
友
好
の
始
ま
り
と
な
っ
た
根
木
的
な

温
か
さ
が
串
本
の
人
々
に
今
も
残
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
」
と
串
本
の
印
象

を
語
り
、
ト
ル
コ
学
生
代
表
の
ア
イ
タ
ノ

チ
・
ソ
ン
メ
ズ
さ
ん
（
チ
ャ
ナ
ソ
カ
レ

3
.
1
8
大
学
）
は
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル

号
事
竹
は
ト
ル
コ
で
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
串
本
と
い
う
場
所
に
つ
い
て

は
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
地
に
束

る
こ
と
が
で
ぎ
て
良
か
っ
た
〗
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

9
月
14
日
、
内
向
海
岸
に
て
、
池
洋
資
源
の
育
成
と
、

＋
ど
も
た
ち
に
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

H
的
と
し

て
、
西
向
保
育
所
、
四
向
幼
稚
園
、
卜
野
山
保
育
所
の
園
児

44
名
に
よ
る
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

休
長
約
7
セ
ン
チ
の
稚
魚
を
ト
ラ
ッ
ク
の
水
槙
か
ら
バ

ケ
ツ
に
数
仇
ず
つ
人
れ
て
も
ら
っ
た
＋
ど
も
た
ち
は
、
小

さ
な
魚
を
じ
っ
と
観
察
し
な
が
ら
波
打
ち
際
へ
移
動
し
、

「
大
ぎ
く
な
っ
て
ね
〗
と
打
ち
寄
せ
る
波
の
中
へ
放
し
て

い
ま
し
た
c

ま
た
、
洋
ー
で
は
漁
船
に
よ
る
放
流
も
行
わ
れ
、
こ
の

nは
約
1
ガ
2
千
匹
の
稚
魚
が
串
木
五
海
に
放
流
さ
れ
ま

し
た
。

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね

ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流

波打ち際で稚魚の入ったバケツを領ける園児たち

--入- こ＿迂
トルコ記念館の展示物のさらなる充実

を目指し、町担当者と謂査団の関で活

発な意見交換が行われました。

日
本
ト
ル
コ
学
生
会
議

I 

ニルトゥールル号慰雲碑に献花する学生たち

⑰広報くしもと 10 広報くしもと 10
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インフルエンザ予防接種を受けましょう

初冬になると流行してくるインフルエンザ。高齢者や乳幼児、妊姐さんが感染すると重症化

しやすい病気ですf! 今年もインフルエンザ予防接種を受けて冬に備えましょう。

とんな手続きが必要ですか？

65歳以上。 60歳以上65歳未満で、心臓
あ 60歳以上65歳末満で、身体障 や芦臓、呼吸器に重い病気 左記のいすれにも
な
害者手帳 1級（心臓腎鷺 のある方。又はヒト免疫 該当しない。

た
は 0乎吸釜疾患によるものに限る） 不全ワイ）にスによる免疫椴 （乳幼児～65歳未満）

を持つている。 能に障害のある方。

対象者には保健センターから 直接医療機関にお

申
依頼券・予診票等を個別通知

保健でンターにお甲し込み 申し込み下さい。

し
します。同封の申し込み）＼ガ

下さい。 （◎印のついた医療機関

込 キにて直ヽ接医療機関へ申し込
医師の診断書が必要です。

のみ。対象年爵か医痘穂

み んで下さい。
依頼券等をお送リします。

閾により異なl)ま百。）

方 予診票・依頼券を必す持参の
法 上、医療機関からの指定日に

接種を受けに行ってください。

負
接種自己負担金 1. 000円 医療機喫によって

担
金

（接種特医療機関へお支払下さい。） 異なります。

※広報へのオし）社を希笠されない方は、屈出の際に窓11にお山し出くださいc

申込受付期間：平成18年10月2日（月）～ 10月31日（火）
※ワクチンがなくなり次第締め切リとなることかあリますのてお早めにお中し込み下さい。

※平成18年10月2日から12月27日の固に65歳の箋生日をむかえる方て、接種を希望される場合は

65歳の誕生口が過ぎてから公費て接種が受けられますのて、かかりつけの医澤椴嬰にお申し込みの

際は、生年月日をお知らせ下さい。

•岩橋内科 (62-3838) •串本病院 (62-0635) c稲生医院 (62-3811)

・潮岬病院 (62-0888) •覚前医院 (67-0077) ◎辻内医院 (69-2211〉

・すぎ内科心療内科クリニック (62-0153) ◎中根医院 (72-2822)

・鎌田医院『65歳以上を優先して行います。」(62-2526)

・にしき園診療所 「65慨以上を優先して行います。』 (62-5165)

◎けんゆうクリニック (62-5080) ・覚前医院田亜診療所 (66-0323)

•串本有庄病院 (66-1021) ◎古屋川病院 (72-0280)

〇榎本クリニック（ワ 2-3530) ◎やもとクリニック (72-3388)

※J:記以外にも、西牟婁祀内・東牟婁郡内で接種できる医療穏閑かあし）ますので、保健センターまてご相談下さい。

※申込期圏を過ぎてしまつても申し込みのできる医療概関も涜リます。かかりつけの医療椴関でご相談下さい。

詳細につきましては、保健でンターまでお問い合わ巳下さい。 fl62-6206 

中

西

俊

一

郎

7

6

高

富

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

◇
中
田
省
一
さ
ん
（
姫
か
ら
、
亡
母
（
米

利
了
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ
3

◇
松
木
延
一
さ
ん
（
古
也
か
ら
、
亡
妻

（
多
津
子
）
の
香
典
返
し
と
し
て
朴
会

/ / 

人五北宮
川十池本
JII 
T 芙
W 学
尋記幸

ニ四西西

重

県向向向

J

寄
付
あ
り
が
と
うご
ざ
い
ま
す

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

18月受付分敬祢略）

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

カ
さ

南

地

可

剛

＂

央

串

本

闘
幻
'

T
津

十

閻

野

川

そ
う
た

四

海

颯

人

遼

向

宮

と
も
ひ
ざ

Iliu

亨
f

英

甜

樫

野

屋
崎

叶

友

昭

閻

野

川

久

保

町

{

申
i

美

漉

岬

'
t
r
、

ヵ―

1

芳
田

和

也

淳

一

古

座

た
い
せ
い

尾
崎

太

誠

仁

＾

閾

野

川

る

な

宮

本

流

凪

由

貴

壬

茨

木

市

沖

砂

ほ

｛

純

半

姫

芝
峰

琉

心

佑

樹

田

椋

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

谷

チ

サ

ヱ

谷

知

一

父

田

布

代

南

地

武

一

閻
部
き
よ
ゑ

水

端

定

林
―
―
千
一

萱

肱

節

上
野
喜
久
夫

西

マ

ス

ヱ

安
井
美
佐
患

稲
牛
巴
一
郎

鎌

出

ワ

キ

凶

野

稔

丈

森

布

市

谷

端

靖

和
fTl
保

紐

中

松

内

次

中
田
一
一
郎

91 89 84 62 91 72 94 90 85 91 81 78 95 7:, 86 89 69 88 96 

伊田四古田四高有閾出串潮串潮串田須須
姫 野
出原向）半）息向富田川雲本岬本岬本並江汀

福
祉
協
議
会
へ
。

◇
期
田
嘉
美
さ
ん
（
有
川
）
か
ら
、
＇
し
母

（
神
田
ヲ
ト
ヱ
）
の
香
典
返
し
と
し
て

社
会
福
祉
協
譲
会
へ
。

◇
畑
伸
也
さ
ん
（
醐
野
川
）
か
ら
、
，
L
母

（
輝
子
）
の
香
典
返
し
と
し
て
祈
会
福

祉
協
議
会
へ
。

◇
田
詐
邦
夫
さ
ん
（
樫
野
）
か
ら
、

'
L
父

（
勇
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
輻
朴

協
譲
会
へ
c

◇
岡
部
節
＋
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、

'
L
母

（
き
よ
ゑ
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ
。

◇
J
B
T
K
実
行
委
員
会
か
ら
粁
会
福

祉
協
議
会
へ
。

◇
前
苓
烏
枝
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、

'
L
文

（
正
己
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ
3

◇
中
田
省
二
さ
ん
（
姫
）
か
ら
、
亡
父
(
―
―

郎
）
の
否
典
返
し
と
し
て
朴
会
福
祉

協
譲
会
へ
。

〇
図
田
＇
兄
之
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、

'
L
母

(t
祢
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ
。

◇
山
本
純
代
さ
ん
（
西
向
）
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
へ
3

◇
谷
崇
さ
ん
（
須
江
）
か
ら
、
亡
父
（
知

-
）
の
香
典
返
し
と
し
て
須
江
老
人

今年の火災・救急件数
- 9月1日現在一

火災件数 救急件数

建物 4件交通 66件
林野 0件急病 454件
その他 1件 その他 21ワ件
合計 5件合計ワ37件

火災のない住みよい翌かな町づくり 鱈

ク
ラ
ブ
ヘ
。

◇
谷
か
お
る
さ
ん
（
須
江
）
か
ら
、
亡
母

（
チ
サ
ヱ
）
の
香
典
返
し
と
し
て
須
江

老
人
ク
ラ
プ
ヘ
。

◇
中
内
患
子
さ
ん
（
高
富
）
か
ら
、
亡
丈

（
俊
一
郎
）
の
香
典
返
し
と
し
て
高
官

区
及
ひ
光
明
寺
保
行
会
へ
。
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和
歌
山
地
方
法
務
忌
と
和
歌
山
県
人
権
擁
護
委

昌
連
合
会
が
県
内
の
小
学
校
を
苅
象
に
実
施
し
て

い
る
「
人
権
の
花
酒
動
」
の
本
年
度
の
審
査
結
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
に
。

「
人
権
の
花
運
動
」
は
、
主
に
小
学
校
を
対
象

と
し
て
全
国
て
行
わ
れ
て
い
る
啓
発
窪
動
で
、
咆

利

57年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
務
局
・
人

権
擁
護
委
届
協
譲
会
か
ら
花
の
苗
や
球
根
が
小
学

校
に
配
布
さ
れ
、
児
菫
が
協
力
し
な
が
ら
育
成
び

る
こ
と
を
通
し
て
、
協
カ
・
感
謝
び
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
情
操
を
豊
か
に
し
、
や

さ
し
い
思
い
ゆ
り
の
心
を
体
得
す
る
こ
と
、
人
樺

思
想
を
育
む
こ
と
を
巨
的
と
し
て
い
ま
百
。

今
年
は
喋
内
の

106校
か
ら
応
雰
が
あ
リ
、
串
本

町
内
で
は
次
の
小
学
校
が
入
賞
し
ま
し
た
。

〈
最
優
秀
賞

(
5校）〉

橋
杭
小
学
校

〈
優
秀
賞

(40校）〉

西
向
小
学
校

〈
奨
励
賞

(61校）〉

和
深
小
学
校

養
春
小
学
校

鵞

おお"

新

ど

おおしV

串

と
9 9 9 

□% 1践碑 碑 砥 幽 碑 磁 碑 幽 l碑

■夜間休日の小児の
受け入れ体制について

＊
医
療
機
関
の
数
に
つ
い
て

•

お
お
い
に
満
足

・

ど
ち
ら
か
と
い

う
と
満
足
と
回
答
が
あ
っ
た
の
は

全
体
で

10
.
7
%
、
串
木
町
で
は

5
.2
％
で
し
た
。

・
市
町
村
別
に
み
る
と
新
宮
市
か
ら

離
れ
る
ほ
ど
、
不
満
と
答
え
る
方

が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

＊
医
療
機
関
の
夜
間、

休
日
の
小
児

の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て

•

お
お
い
に
満
足

・

ど
ち
ら
か
と
い

う
と
満
足
と
回
答
が
あ
っ
た
の
は

全
体
で

8
.9
%
、
串
本
町
で
は

5
.7
％
で
し
た
。

・
市
町
村
別
に
み
る
と
新
宮
市
か
ら

離
れ
る
ほ
ど
、
不
満
と
答
え
る
方

が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

保健センター10月の行事予定は 1ヽ記のとおりてす。
※建診等についてのお中し込み•お問い合わせは、

保健センター（四 0735-62-6206) まで

【成人関係】

健康相談

宍施日 受付時閥 会 塩

lO月2日（月）
9 00-10 00 和深公民館

lO 30-ll 30 安指区民会館

lO月3日（火） 9 30-ll 00 田並公民館

lO月6日（金）
9 00-10 DO 須江健康管理センター

lO 30-ll 30 樫野両年会館

lO月16日（月） 13 00-15 00 保健センター2階

9 30-10 30 津荷老人憩の家

lO月25日（水） 13 00-14 00 佐部集会所

14 30-15 30 上田原生活改善センター

※此てもお気姪に会瑞へお越しください
直111測定や健康についての柑談を受けており ます）

基本健康診査（集団）

実施日 受付時閥 会

lD月4日（水） 13 00-14 DD 潮岬公民館

lD月ll日（水） 13:00-14:DD 保健センター

lD月14日（土） 13 00-14 DD 吉BBクラブ

lD月18日（水） 13 00-14:DD I BB並公民誼

※検介内容は…血収検介・心屯図．皿圧・検）ぷ・身体測定
・医師の診察． ps /¥検杏
某木チ—＇ソク
ィ

塩

⑪広報くしもと 10

【乳幼児関係l
乳幼児健診

日時

lO月5日（木）
l3 00~14 • OO 
lO月l2日（木）
l3 00~14 00 

lO月26日（木）
l3 00~14 00 

垣 所

保煙センター
2階

新宮保健所
串本支所

保健センター

2階

内容

l歳6ヵ月児及び
2歳6ヵ月児健診

3歳6ヵ月児健診

4ヵ月児及ひ
6ヵ月児健診

乳幼児予防接種 各種教室

日時 内 容 日時及 び 内容

lO月3日（火）
ポリオ lO月6日（金）13 30~ 

13 10-13 40 離乳食教室(4ヵ月～8ヵ月児）
lO月lO日（火） 二種混合 lO月］0日（火）lO30-13 30 
12 40~ 13 lD 1期初回

サンナンタンランドイベント広場
lO月13日（金）

ポリオ （雨天の場合保健センター）
13 10-13 40 ひよこ広場(6ヵ月～l歳児）
lO月17日（火） 二桓混合 lO月20日（金）lO30-13 30 
13 10-13 40 1期追加

サンナンタンランドイベント広場
lO月19日（木）

ポリオ （雨天の堵合保健センター）
13 10-13 40 ちひっこ広場(2-3歳児）
lO月26日（木）

BCG ※叶細については保健センター13 00-14 00 
ヘ＇ lO月31日（火）

ポリオ
13 10-13 40 

※二蜘昆合・ポリオの接釉対象は7歳6ヵ月未満の方てす (9
※予防接種の会場は保他センター 2 階です~；
※離乳食教字の会場は町民文化センターです

歯周疾患検診について

平成l8年4月］日～平成19年3月31日までの問で40歳
50歳 •60歳 •70歳になる方は、今年度無料にて検診が受
けられます。申込みをされていない方は、保健センター

までお申込み下さい。

【受診期間］ 9月l日～12月27日まで
※希望調肖票等で申し込まれた方には個別通知します。

新
宮
・東
牟
宴
地
域
母
子
保
健
医
療
推
進
協
謙
会
は
こ
の
地
域
の
母
子
保
健
医
療
の
充
実
を
目
的

に
、
市
町
村
、
医
師
会
、

病
院
、
保
健
所
等
に
よ

っ
て
惰
成
さ
れ
、
平
成
17
年
度
に
発
足
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
2
月
に
小
児
医
療
に
関
す
る
満
足
度
を
知
る
た
め
、
新
宮
・東
牟
衷
在
住
の
1
歳
児
と
小

学
1
年
生
の
保
譲
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
回
収
率
は
、
1
歳
児
4
7
.2
%（
532

名
中
251
名
）、

小
学
1
年
生
88
.3
%
（660
名
中
叩
名
）で
し
た
。
そ
の
結
果
を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

＊
璽

1
年
間
で
醤
時
間
外
の
医

療
機
関
の
受
診
の
有
無
に
つ
い
て

.
41
.6
％
が
有
る
と
同
答
し
、
受

診
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
腹
測

38
.6
%
、
発
熱
29
.1
%
、
嘔
吐

9
.6
％
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

（複
数
回
答
）

＊
急
な
発
熱
時
の
対
応
に
つ
い
て

.
1
歳
児
を
も
つ
保
設
者
は
小
学
校

1
年
生
の
保
設
者
に
比
べ
す
ぐ
に

受
診
行
動
に
移
る
姿
が
反
映
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

(
1
歳
児
5
.9
%、
小
学
1
年
生

19
.4
%）
 

＊
和
歌
山
県
が
実
施
し
て
い
る
電
話

相
談
「
こ
ど
も
救
急
ダ
イ
ヤ
ル
＃
8

0
0
0
」
に

つ
い
て

・
相
談
窓
口
を
知

っ
て
い
る
人
は
少

数
で
し
た
。（
］
歳
児
15
.9
%
、

小
学
1
年
生
9
・8
%
)

＊
自
由
記
載
に
つ

い
て

新
宮

・
束
牟
婁
地
域
の
良
い
と
こ

ろ
は
、
自
然
が
豊
か
で
の
び
の
び
し

た
珠
境
と
い

っ
た
意
見
が
多
く
、
公

園
が
少
な
い
、
小
児
医
療
の
充
実
を

望
む
意
見
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

※
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え、

11
月
11
日

（上
）
に
小山
心
科
医

に
よ
る
子
ど
も
の
急
病
に
つ
い
て
の

講
習
会
を
開
催
し
、
ま
た
子
ど
も
が

病
気
に
な
っ

た
時
の
家
庭
で
の
対
処

法
や
救
急
受
診
の
め
や
す
等
を
ま
と

め
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
す
る
予

定
で
す
。

---------------------------------------
＊子ども救急相談ダイヤルがあります＊

子どもが急病になったとき。すぐに病院？それとも

翌朝まで楳子を見て大丈夫？判断1ご迷ったら ・・

プッシュ回線 ＃B000 
（日湿・祝日 19 : 00 ~ 23 : 00 開設）

専門の呑護師（必要に応じて医師）が相談に応じます。

携帯電話ダイヤル回際 • IP 電話等をご利用の方は、 ＇ 
TEL 073-431-8000へ！

， 平成17年10月2日から相談スタート ！ 
----------------------------------------

新
宮
・
東
牟
婁
地
域
の

小
児
医
療
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
緒
果

-------------------------------------------------
E r子ともの急病～病院へ行く前に～』

新宮・ 東牟婁地域母子保健研修会

子ともさんが病気になったとき、 すぐに救急医原機関へ行くべきか？

明日まで待っべきか？迷うときがあると思います。小児科医の講演

会に参加して疑問 ・不安に思っていること、解消しませんかつ

日 時 ：平成l碑 ll月ll日（土） 13:3)~ 
場 所 ：那智勝浦町福祉健康センター

講 師 ：新宮市立医疫センター 小児科部長足立 基医師

申込締め切り日 ：11月6日（月）まで ※一時保育あります凄予約）
申し込み•お問い合わせ ： 新宮保健所保健福祉課

合 0735-22-8551（内線529)
,_ -------------------------------------------------、
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一お
知
ら
せ
8
行
事

圃

お
知
ら
せ

J
`

罰
『
.
4

和
歌
川
県
電
了
白
治
体
推
進
協
議
会

（
和
歌
山
県
内
市
町
村
及
び
県
て
椛
成
）

で
は
、
現
仕
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
「
県
内
の
市
町
村
へ
の
電
子
申

聞
に
閃
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
「
利
用
し
て
み
た
い
」
と
患

う
軍
了
ill訥
シ
ス
テ
ム
を
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
、
皆
様
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
間
か
せ
く
だ
さ
い
。
是
非
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(11
月
1
5
日

ま
で
）
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
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▼
お
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
県
電
，
ナ
白
治
休
推
逆
協
議
会
市

務
周
（
和
歌
山
県
企
阿
部
I
T
批
進
局

佑
報
政
策
諜
）
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11
月

1
3
H
（
月
）
か
ら

1
9
H
(
n
)
ま
で

「
久
性
の
人
栓
ホ
ノ
ト
ラ
イ
ン
」
相
談

日
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
午
前
8
助
30

分
か
ら
午
後
7
防
30
分
ま
で
、
（
た
だ

し
土
曜
、
日
曜
は
午
前
10
開
か
ら
午
後

5
時
ま
で
）
女
性
の
人
枠
擁
護
委
員
が

電
話
に
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
c

相

談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

ァ
電
話
番
号

6
0
-
3
7
0
|
0
7
0
|
8
1
0
 

苓
国
共
通
ナ
ヒ
ダ
イ
ヤ
ル
）

6
0
7
3
_
4
2
5
_
2
7
0
6
 

和
歌
山
地
力
法
務
局
人
権
擁
渡
委
員

空
内
）

て
相
談
内
容

丈
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
職
場
的
に
お

け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ

1
行
為
な
ど
、
女
性
の
人
権

に
か
か
わ
る
仝
て
の
問
題
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
3

※
通
常
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
（
祝

H

は
除
く
。
午
前
8
時
30
分
1
午
後
5
時

1
5
分
）
ま
て

M
じ
電
話
番
号
て
「
女
性

の
人
権
ホ
ノ
ト
ラ
イ
ン
」
を
間
設
（
休

日
及
び
時
間
外
は
留
守
番
電
話
）
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
毎
週
月
曜
日
と
水
曜

日
は
女
性
の
人
杵
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
3

和
歌
山
地
方
払
務
局

和
歌
山
県
人
権
擁
＂
設
委
員
連
合
会

自
然
災
宮
な
ど
で
ヒ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
・
ガ
ラ
ス
室
笛
の
施
設
が
被
害
を
受

け
た
と
彦
、
損
害
を
補
償
し
、
農
家
の

胆
造螂

ひ
と
甘
HIJ
ま
で
は
、
電
話
と
言
え
ば

固
定
出
話
、
そ
れ
も

N
T
T
の
独
占
で
、

消
費
者
と
し
て
は
選
択
す
る
必
変
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
最
近
、
固
定
屯
話
の
分
野

に
も
矩
制
緩
和
に
よ
り
複
数
の
し
早
話
会

社
が
参
人
し
て
、
熾
烈
な
顧
客
獲
得
娘

争
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

各
社
と
も
、
様
々
な
プ
ラ
ン
を
作
り
、

自
社
の
回
線
を
優
先
的
に
使
用
す
る
契

経
営
を
バ

y
ク
ア
ノ
プ
し
ま
す
。
農
家

の
皆
さ
ん
の
貨
担
を
枠
く
す
る
た
め
、

担
金
の
半
分
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

相
歌
川
南
部
農
菜
共
済
組
合

本
所6
0
7
3
9
|
2
2
|
0
8
3
3
 

祈
宮
支
所

6
0
7
3
-
3
|
3
l
|
2
0
2
7
 

連絡先

串本町役場本庁舎 TEI62-0555 

串本町役場古座分庁舎 TEI 72-0081 

串木病院 TEI62-0635 

古座 /II 病院 TEI72-0280 

学校教育課 TEI62-6066 

生涯学習課 TEI62-0006 

串木町空図書館 TEI62-4653 

保健センター TEI62-6206 

サンゴの湯 TEI62-2001 

B&G海洋センター TEI 62-5540 

国民宿舎あらふね TEI74-0124 

町内放送案内 TEI62-3200 

串本町ホームページアトレス

hllp•i/www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアトレス 1代表）
soumu @town.kushimoto.wakayama.Jp 

平成19年4月から

70歳未満の被保険者等の入院に係る
高額療養費の現物給付化

現在の70歳以上の取扱いに合わせ現
物給付化し、一医湮椴関ごとの窓Dで

の支払いを自己負担限度額にととめま

す。あらかしめ保険者に申請しで自

己負担限度額に係る謬定証の交付を受

けることが必要です。

平成18年10月から

出産育児一時金の見直し

現金給付において、出産した団に医

齋呆険から支給される出産育児ー特金

について、分娩費用が引き上がつてい

るという実態を反映して、支給基準額

が30万円から35万円に引き上げられま

す。

平成20年4月から
乳幼児に対する自己負担軽漑措置の拡 後期高齢者医療制度の創設

大 後期志菌者医痘制度の置営については

現在、 3歳未満の乳幼児を対象として、 全市IBJ村が加入する都通府県単位の広
自己負担 (2割）を軽咸している措溢 域連合が設立され、その広域遠合が保

が、義務敦育就学前の子どもまでに拡 険料の決定、賦課の決定、医療給付等

大されます。 の事務を行い、保険料徴収は市町村が

打います。

〇被保険者

広域達合の区域内に住所を有する75歳
以上の方及び65歳から74歳の寝tこきり
障害認定〉等の方が対象となり、現

行の老人保健制度と同しです。

〇患者負担

自己負担は 1割負担（たたし、現役並

70歳から74歳の医療費の自己負担割合 みの所得を有する者は3割負担）
が変わります 〇保険料

前期高齢者の中て70歳から74歳の高齢 独立した医療制度として、すべての被
者については自己負担 1割の方は、 保険者が保険料を負担します。 74歳ま
2割負担に引きJ:けられます。（たたし、 て被用者保険において被扶養者であっ
現役並みの所得を有する者は 3割負 た高齢者に喫しても、 75歳になると後
疸 期高齢者医療制度に加入し、保険料を

魚担します。

新たな高齢者医療制度が創設されます

新高齢者医痘制度は、 65歳から74歳に
ついては前期裔齢者とし、現在は老人

保健制度で医療を受けている75虚以上
の高齢者については、独立しに後期高

齢者医療制度か創設されます。

ctt会
の
少
了
高
齢
化

Tl会
が
着
実
に
進
行
し
て
い
く
な
か
、
膨
ら
み
続
け
る
医
療
費

と
川
民
の
負
担
と
の
均
衡
を
と
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

医
燎
保
険
訓
度
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
す
る
た
め
に
健
康
保
険
法
等
の
改
11
が
行
わ
れ

ま
し
た
今
後
、
平
成
18年
10
月
か
ら
平
成
20
年
4
月
に
か
け
て
順
次
実
施
さ
れ
ま
す
。

啜
箪
繭
礫
険
制
腰

地
腰
発
生
時
の
出
火
防
止

平
成
7
年
1
月
17El
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
需
災
で
は
、

293

件
も
の
火
災
が
発
生
し
、
焼
損
床
面
積
は
83
万
吋
に
も
及
ひ
ま
し
た
。

出
火
原
因
と
し
て
は
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
や
配
線
な
ど
の
雫
気
関
係
や
、

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
や
ロ
ン
ロ
な
ど
の
ガ
ス
関
係
、
ま
た
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
が
丁
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
火
防
止
の
対

応
と
し
て
次
の
こ
と
に
心
が
け
、
い
ざ
と
い
う
と
き
涸
切
な
行
動
が

と
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ー
．
初
期
消
火

地
戸
唇
か
発
生
し
た
と
き
は
、
あ
わ
て
て
屋
外
に
飛
び
出
し
た
り
せ

す
、
丈
天
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
も
ぐ
っ
た
り
、
家
具
の
そ
ば
か

ら
離
れ
る
な
ど
し
て
身
の
安
全
を
確
保
し
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か

ら
火
の
始
未
を
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
ま
わ
り
の
も
の
に
火
が
つ

い
て
し
ま
っ
て
も
初
期
の
う
ち
は
消
火
器
な
ど
で
十
分
に
消
す
こ
と

が
で
き
ま
9
。
大
声
で
隣
近
所
に
声
を
か
け
、
協
力
し
あ
っ
て
消
火

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

2
．
通
電
火
災
を
防
ぐ

電
気
が
復
旧
し
た
と
き
に
、
転
倒
し
た
ま
ま
の
霞
気
器
貝
が
作
動

し
て
火
災
が
発
生
百
る
な
ど
、
停
電
後
の
適
電
に
よ
り
出
火
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
c

避
難
な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
｀
雫
気
の

ブ
ン
ー
カ
ー
を
遮
断
し
、
電
気
器
具
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
お
く

ょ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。4

/
〗
〗ふ

昂
近
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
は
対
腰
自
勁
消
火
装
圏
が
付
い
て
い
る

の
で
危
険
性
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
石
泊
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に

は
燃
え
や
す
い
も
の
は
醤
か
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
避
難
す

る
と
き
は
火
が
消
え
て
い
る
か
、
ま
た
転
倒
し
て
い
な
い
か
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

⑬広報くしもと 10 広報くしもと 10
＇ 
、’
入

2
~
 

9
"
¥
 



⑲国国園口国口
日I躍I 行事内容（時間） 場 所 I主酋課等

※色種健診，健康相談

予防接種・ひよこ広場
ちびっこ広場などの日程
については、 llページの
「保健センターだより」

をご覧ください。

トーl-→------------------_, __ ----
12 I木1人権行政相談 I串本訂役場古座分庁舎I住 民 課

(73:30-75:30) 
トーl--;-----------+--------1------
叫月 1行政相談週閻 1串本町役場本庁舎I住民課

(13:30~15:30) 古座福社センター
2121 8 

田
辺
海
ヒ
保
安
部
航
行
援
助
セ
ン

タ
ー
串
本
地
区
事
務
所
で
は
、
来
る

11

月
1
日
「
灯
台
記
念

u」
に
潮
岬
灯
台

の
一
般
間
放
を
実
施
し
ま
す
。

r----1一寸ー一―-------— +--------1------

自従j

約
の
勧
謗
が
盛
ん
で
す
。

そ
の
た
め
、
「
氾
話
料
金
が
安
く
な

る
」
と
い
う
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
だ
け
で
、

内
容
を
把
握
せ
ず
に
契
約
す
る
ケ
ー
ス

が
多
く
「
思

っ
て
い
た
ほ
ど
安
く
な
ら

な
い
。」
「
聞
い
た
こ
と
も
な
い
軍
話
会

社
か
ら
詣
求
が
来
た
Lo
と
い
う
相
談
が

入
っ
て
い
ま
す
。

翡
な
契
約
の
場
合
は
、
鷹
に
判

断
せ
ず
家
族
、
関
係
機
関
等
に
相
談
す

る
な
ど
、
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
Q

く
れ
ぐ
れ
も
契
約
は
慎
重
に
。

ま
た
、
架
空
詰
求
ハ
ガ
キ
、
ワ
ン
ク

リ
ッ
ク
詐
欺
な
ど
依
然
と
し
て
多
い
の

で
、
連
絡
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

和
歌
山
県
消
代
生
活
セ
ン
タ
ー

本
所6
0
7
3
1
4
3
3
1
1
5
?
0
1
 

紀
南
支
所

6
0
7
3
9

ー

2
4

—

0
9
9
9

ね
子
み
ん
な
、
こ
の
金
額
に
目
を
留
め

て
！和
歌
山
労
働
局
て
は
和
歌
山
県
最
低

行
令
を
時
間
額
652
円
に
改
止
汎
定
し
、

平
成
18
年
10
月
1
日
か
ら
適
用
し
て
い

ま
す
。

山
昆
低
賃
金
は
、
常
用
労
倒
者
の
み
て

な
く
、
臨
閲
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
臣
低
賃
金
に
は
、
枯
皆
勤
手
中
ー
・
迫

`
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?- 串本町役場本庁舎I住民課

28 I土I一般献血 1串木高校
(l0:00-75:00) （文化祭にて）

保社祖祉課

▼

日

時

11
月
1
日
（水
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

※
荒
天
の
場
合
は
取
り
や
め
ま
す
。（
小

雨
程
度
の
場
合
は
実
施
し
ま
す
。）

▼
実
施
内
容

0
灯
台

・
巡
視
艇
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

（子
ど
も
限
定

JOO
部
）

0
「
U
本
の
灯
台
50選
」
ス
ラ
イ
ド
上

L‘ 叫0
環
境
紙
芝
居

（う
み
が
め
マ
リ
ン
の

大
冒
険
）

0
子
ど
も
向
け
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム

（海

ヒ
保
安
ク
イ
ズ
ほ
か
）

〇
灯
台
機
器
展
示

▼
連
絡
先

田
辺
海
上
保
安
部
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー

串
本
地
区
事
務
所

n
o
7
3
5
|
6
2ー

0
5
2
2

R
O
7
3
5
1
6
2
1
0
6
7
5
b
 

労
働
者
を

1
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

主
は
労
働
保
険
に
加
入
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
匝
生
労
働

省
が
所
怜
す
る
強
制
加
入
保
険
で
す
。

砂
手
当
・
家
族
手
当
・
賞
与
等
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

③
「
鉄
鋼
業
」
・
「
白
貨
J
b
•総
合
ス
ー

パ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
高
い

産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
3

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

新
宮
労
働
基
準
監
督
署

6
0
7
3
5
|
2
2
|
5
2
9
5
 

な
お
、
労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業

務
ヒ
の
事
出
又
は
通
勤
に
よ

っ
て
負
併

し
た
り
、
病
気
に
見
舞
わ
れ
た
り
、
あ

る
い
は
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
楊
合
に

被
災
労
働
者
や
そ
の
追
族
を
保
護
す
る

た
め
に
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
も
の

で
す
。

i

方
、
雇
用
和
蔽
は
、
労
働
者
が
失

業
し
た
場
合
及
び
労
働
者
に
つ
い
て
の

雇
川
の
継
続
が
困
難
と
な
る
事
出
が
生

じ
た
場
合
に
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定

及
び
扉
川
の
安
定
を
図
る
と
共
に
、
再

就
載
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
保
険

給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

田

今
月
の
納
税

了

税

目

0
国
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平成18年10月1Uより、串本町内すべての

バス路線において、土曜日の運行ダイヤが、

これまでの平Uダイヤから U曜・祝LIと同様

のダイヤに変更とな ります。これにより、江

住線｀大島線、出雲線において、串本駅一串

本病院正門前の区問の土曜遥行が、また淵岬

線においては、潮岬 7時35分発の 1便の土曜

運行がなくなりますので、ご注意ください。

また、湖岬線のうち、湖岬行き 1便、串本

駅行き 1便がそれぞれ減便となります。湖岬

線沿線にお住まいの皆さんには、新しい時刻

表を配布しておりますのでご確認ください。

麟
⑲広報くしもと 10 広報くしもと 10⑭



交通規制のお知らせ

10月28日（土）、第5回本州最南端串本SUNSピ丁マラソンを開催いたします。当El、コー
スとなる道路について、下記のとおり交通規制が行われますので、同道路をこ利用される方及び

周辺の方々には大変こ迷惑をおかけしますが、こ協力いただきますようお願いいたします。

SUNSETマラソン交通規制図
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交通規制時間

① l 3 : 35 -l 4 : 25 

② l 3 : 55 -l 5 : l 5 

③ l 4 : l O -l 5 : 45 

④ l 4 : l 5 -l 6 : 45 
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［大会内容についてのお問い合わせは、串本町生涯学習課（合0735-62-0006)へ。］
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